

















































































































































いる。総人数 349名（2014/4~2017/3）測定時の年齢 3～74歳　平均年齢 42.6歳　（中
央値44.0歳）　男女比 男性91％　女性9％　年度平均件数推移（作業者受診数）　2014
年107件、2015年114件、2016年128件作業者のスクリーニングに関しては、聞き取り
の結果、入場前後に測定を行われる事が多いようで、作業場近辺での測定に際し、順
番待ちしているとの声も散見され、作業後ひとまず関西に戻って来られてから受診さ
れるパターンもある。関西地域から出向される方が、複数回当院で受診される場合も
散見され、このような背景から復興へ向けての動きが垣間見えるが、当院における運
用状況からは福島近隣における作業者対策は未だ需要が高く、東北以外の地域での支
援体制が必要である事が示唆された。
O-9-28　
一般撮影部門におけるDRLs2015公開後の被ばく
線量測定と現状評価
高松赤十字病院　放射線科部
◯山
やまはな
花　大
だいすけ
典、森　　健一、槇殿　元譽、藤原　直人、安部　一成
【背景】2015年6月、「最新の国内実態調査結果に基づく診断参考レベルの設定(以
下、DRLs2015)」が医療被ばく研究情報ネットワーク(J-RIME)より公開された。我が
国初のDRL設定は社会的にも関心を集め、公開後もDRLs2015の普及に向けた活動が
行われるとともに、医療現場でもDRLs2015を参考に被ばく線量の最適化に向けた検
証が行われている。【目的】DRLs2015と当院の一般撮影部門における被ばく線量を
比較し、現在の設定撮影条件が適正であるか確認する。【使用機器】一般撮影装置・
CALNEO C,CALNEO U(FUJIFILM社製)・Radnext50(日立製作所社製)、表面線量・
臓器線量算出ソフトウェア(EPD)・・茨城県診療放射線技師会よりダウンロード【方
法】DRLs2015の設定撮影部位で、EPD法を用いて算出した被ばく線量(入射表面線量)
をDRLs2015と比較した。自動露出機構(以下、フォトタイマ)を使用していない部位(固
定条件)は設定撮影条件を使用し、フォトタイマを使用し撮影している部位(成人胸部・
腹部)はDRLs2015で設定されている標準体格の撮影条件を記録し、中央値を用いた。
データ抽出期間は2017年1月～3月の3ヵ月間とした。標準体格の抽出方法は、CT画
像から体厚を計測し、標準体格±1cmの患者を抽出した。【結果】当院では、ほとんど
の一般撮影検査がDRLs2015より低い被ばく線量で実施されていることが確認できた
が、一部の検査でやや高値となった。【考察・まとめ】一般撮影における自施設の被ば
く線量を算出し、DRLs2015と比較検討を行った。撮影条件は使用機器の更新や撮影プ
ロトコールの変更等によって変化する可能性があるため、今後も継続的な管理が必要
である。　
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